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8,9月の作業状況
• 203メタルゲートバルブ（電子銃1000l/sターボヘッド）納入(9月)
• 114メタルゲートバルブ（電子銃ビームライン出口）納入(10月5日）

• カソード電極内のパックホルダー起票。(9/16)
• パック(+2)、ホルダー(+2) 起票。 ホルダーの直径を0.2mm拡大 (9/16)
• 水素洗浄装置起票 (9/16)
• カソード・アノード電極形状決定、最終見積もり依頼 （9/26)
• 400 l/s NEG シールド、最終見積もり依頼(9/26)
• UHV-design トランスファーロッド取り外し、400l/s NEGを増強（23本）

(9/2)
• NEG活性化(9/9,10)
• 真空度1.3x10-9 Pa (2.4x2/3 x10-9 Pa以下なのでリーズナブル）(10/5)
• RGA 測定。スペクトルは前回よりやや改善。(9/28)



準備容器真空データ

NEG活性化ターボON

RGA ON

AxTran outgass



準備容器真空データ

NEG活性化

RGA ON

AxTran outgass

酸素リークバルブ閉

1.3x10-9 Pa



準備容器RGAデータ

M=2で規格化
重いmassスペクトル幅が狭くなっている

2.1%(18) 2.1%(28) 0.8%(44)

測定条件 3s/amu
SEM=1100V



電子銃全体図



電極の最大電界

• Breakdown volrageが500kV以下のgap長と
表面電界にしたい:  >70mm, <10MV/m

P. Slade “The Vacuum Interrupter” のデータをI. Bazarov氏がERL09の
DC電子銃用プロシーディングスにまとめた図。



前方の電極形状

• 表面電界を10MV/m程度以下にしたい

• オーバーフォーカスにしないように



旧デザイン

11.6 MV/m5.5 MV/m

値

最大電界 11.6 MV/m

カソード電界 5.5MV/m

focusing

cathode

anode

Rを大きくとった方が最大電界が減る
山本案の電極パイプに戻す
Φ139Φ164へ

R=49.5



新デザイン

10.32 MV/m

cathode

anode

R=67

100mm

R=67

値

Ez@cathode 6.75 MV/m

Er@r=5mm 0.44 MV/m



後方の電極形状

• 表面電界を10MV/m程度以下にしたい



旧デザイン

16.6 MV/m

最大電界

R=15 16.6 MV/m

R=30 13.1MV/m

R=40 12.1MV/m

NEG

NEGを20mmシフトさせて、
Rをなるべく大きく!



新デザイン

64.5mm

最大電界

R=52 10.51 MV/mNEG

10.51MV/m

9.64MV/m



陰極準備容器、HV容器の今後の予定

[陰極容器関連]
• カソードインストール、NEAテスト

• 電子銃トランスファーロッドの検討

• 水素洗浄装置の水素ボンベ、配管検討

[HV容器関連]
• 2000 l/s NEGシールドの再検討
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